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で。

O司会当時の往診なんかは人力蝋でしょう。人

力車の車夫は同じ家に住んでいたんですか。

○武田同じ家ではありませんが、貸家みたし､な

ことをしてましたから、近所の持ち家におりまし

た，

O司会当時の初診料とか往診料はどれくらし､で

したか。

○松浦初診料というのは取らなかったですね。

ただ注射して何ぼ、薬渡して何ぼで、注射が大体

1円、内服が2剤投与で2日分で1円、子供だと

80銭でした。煎剤とか浸剤も使いましたが、それ

も1円です，

○司会それは何年ごろですか。

○松浦昭和10年前後から、 17～18年ごろまで続

いたんじゃないでしょうか。

○安陪そのときは現金じゃなくて、半年節季じ

ゃなかったですか．

○松浦そういう人も多かったですね。

O司会その時分の往診料はどんなものですか。

O松浦昭和3年か4年に亡くなられた中嶋先生

のお父さんが人力車に乗っておられましたが、大

体ぼくとこの裏、中野村まで来て1円で、距離が

遠し､と多少は高かった。それから早朝は高くて1

円50銭、夜もやっぱり高くて2円から3円でした

でしょうね，その時分に山口さんは馬に乗っては

りました二

○武田うちは、昭和9年ぐらいから小型のオー

スチンに乗ってましたが、その時分､新車で3,000

円でした‘

○安陪それで全部迩転も教えてくれますよね。

O武田そうです。だけど、 うちのおやじは肥え

てましたから、運転手を侭し､てし､ました。

○松浦その当時の往診料が5円ぐらいじゃな

倉I立前後の医師会

○司会（堀野） 来年は富田林医師会の創立30周

年に当りますので、その黎明期と申しますか、発

足当初から今日までに至る歴史の前半を、当時の

ご苦労話なども含めながら存分に語っていただき

たいと思います．実は寓田林医師会発足当時の総

会の記念写真に私も載っていまして、現在生き残

っている中で一番若いという因縁で、きょうは司

会を承りました：

私は、大阪市内に生まれまして、阪大を卒業す

る直前の昭和20年、大阪の大空襲後、両親の生れ

故郷である富田林地区に疎開して帰ってきまし

た。当時、近鉄の南大阪線はがらがらで、いつ乗

っても富田林まで座って帰れるとし､う状態でし

た。 ところが、終戦後南の方もだんだん人口がふ

えてまいりまして、富田林も昭和25年4月に市制

が施行され、それに伴って富田林市医師余が発足

いたしました，

それ以前は、南河内郡医師会富田林支部という

形だったと承っておりますが、跿い間、南河内の

医師会長をしておられたのが武田先生のお父さん

なんです，

○武田府医ニュースの7月18日号に初めてうち

のおやじの名前が出ました二

○司会それはいつごろですか。

○武田昭和M年のことが醤いてあります。 もっ

と以前からやっていましたけれども、 うちのおや

じの名前も南河内のことも出たことはなかったの

ですが、今度初めて出てきました．

○司会お父さんがオフエンしておられる時分、

往診とか診察の数はどんな程度でしたか，

○武田ぼくは中学校を出てからあっちこつち遊

学していて、ほとんど富田林の町にいなかったの
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ぃですか。

○司会南河内郡医師会にはどれくらいの支部が

あったんんですか．

O松浦そうし､う支部というのは余りなかったと

思うな。

○武田昔はなかったなあ。

O杉田私らのときはありました．

， ○松浦 l農区、 2農区、 3農区、 4農区といし、

まして、富田林は1農区です。 2農区が河内長野

の方で、 3農区が狭山、 4農区が古市、藤井寺だ

ったと思います。

O司会そうすると、 1農区、 2農区、 3農区、

4農区という部分が南河内郡の医師会の雌位とい

うことですから、結局支部としては4つくらいで

すね。それで、富田林支部の医師会の会同はどれ

， くらいの人数でしたか。

Io松浦6~7人と違いますか｡山田の北小路先
生、山田君のお父さん、木梨先生、武田先生、山

口先生、高田先生。

○安陪うちの父も大正10年ぐらいからこっちへ

来ていました。

O松浦ぼ<を入れて大体8人ですか。

O武田中嶋先生のお父さんもし､てはったし、脇

チフスで戦地でなくなられた高田先生のご主人も

いてはった。

O司会当時の医師会の活動として、学校医とか

予防注射というようなものはやってし､たんです

か。

O安陪学校医はやってましたね。

O杉田測痘と身体検査と、 トラコーマまで診ま

した。いまみたいにアウゲとか分離されずに、ツ

アーソまで診て、虫歯何本とか、 トラコーマあり

とか、全身を診ました。

○司会学校医の仕事として予防注射もやってい

たんですか，

○杉田そうです‘予防注射とし､っても趣痘ぐら

いですね：

○安陪チフスは戦時中でした．

○司会戦後はやっていないんですか。

○安陪戦後もやりました。村医、町医というの

がありまして、富田林市になってからは市医にな

りましたけれども、そういうふうになっていまし

た。

○司会町医と学校医とダプッている人もあるわ

けですか。

○安陪ほとんどがダプッてます。

O武田それぞれ住居地の学校へ行ってし､ました

が、その時分は尋常高等小学校まででした。

○松浦報酬は、校医と村医とは10円やったと思

う。

○司会10円でもその当時の金としては大きし､で

すな。

○安暗年俸ですよ。

○松浦当時、予防注射といえば種痘だけで、 5

月か6月にやるのですが、その後役場の2階で吏

員と一杯飲んで、そこで年間の手当10円を渡して

くれるのです。ところがその10円に役場の人が目

をつけて、それから二次会に行こうということに

なるんです。

○司会結局、もらっても自分のふところに入ら

ずに飲ましてしまうわけで、向こうを喜ばせてや

るということですね。

○松浦当時はそういう仕組みになってました．

○武田藤岡先生もちょっと後やったけど来ては

りました。

○松浦そうすると、 10人ぐらいですか。

O司会南河内郡の最後の医師会長はどなたでし

たか。
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田林支部の会長であったということから、当時の

医師会会員の勢力分野は二分されていたわけで

す私どもは壮年組であちこち走り回っていたん

ですが、たまたま金剛大揺の上で吉村先生につか

まり、 「杉田君、次の会長はだれがやるんだ｣と言

われたので、 「やっぱり富田林支部が富田林医師

会になるんだから、藤岡先生のお父さんがやられ

るのが当然じゃないですか」と言ったんです。す

ると、 「おまえまだ若いな､富田林の医師会の歴史

もよう知らんな。おまえも滕岡の子分か」と言っ

て、えらく怒られました、それまで何も知らなか

ったんです。

藤岡君の家の2階で総会が開かれたときに、滕

岡君のお父さんや皆おられるところで、吉村先生

がやおら立ち上がって、藤岡先生のお父さんのこ

とを非難されたんです。当時は患者さんの手あぶ

り用に出す炭火さえなかったんですが、藤岡先生

のお父さんに、幸い大和にご親戚があり、大きな

山林を持っておられて、そこで実費で炭を焼いて

会員に欲しいだけ分配されたんです。私もそのと

き、たしか40俵注文したはずです患者さんが来

て、 「先生のところに来たらぬくもりまんな｡こん

な炭、配給もないのにどこから手に入れはるんで

すか」と言われるくらいに、藤岡先生のお父さん

が、非常に努力されてし､ました。ところが、その

ときちょうど吉村先生は饗察医をしておられて、

しょっちゅう饗察へ出入りしておられたので、

「正規のルートで入ってないんか。だけど医師会

であるがゆえに見逃してたんや」ということを暴

鰯されました。 「こういう正しい道を進まない人

を会長にしてもええんか。こういう人が会長にな

るんなら、わしは富田林市医師会をやめて長肝の

医師会の会員に入れてもらう」と言い出しはった

んです‘藤岡先生のお父さんも最初は黙って聞い

安
陪
百
子

髭
＝

○服部南河内郡の医師会長は、藤野先生〈藤ｿ|：

寺）のお父さんでした。

○武田うちのおやじが病気で倒れて、藤野先生

にかわって、終戦になったんです

○司会富田林市医師会に蕊わるときの南河内郡

の騒師会幾はだれだったんですか。

○中嶋終戦の21年には鋤W九三郎さんが医師会

長で、23年4月から古川樅蔵さん（三日市)です。

あの時分は任期は1年でしたが、昭和2′1年は吉村

先生でした

○司会そうすると、わ伽われの医師会が独立し

たときの最後の南河内郡の医師会長は吉村先生

（山中田）ですね。そのときの富田林支部の支部

長はどなたですか

○杉田たしかそのときは、藤岡先生のお父さん

の藤岡長正さんでした

○司会そうすると、富田林市隆師会の独立当時

の支部長は藤岡先生ですね

○松浦吉村君も会長をしたことがありますよ

○服部富田林市医師会になるまでは吉村先生で

した，

○司会昭和25年4月1日に富田林咲師会として

独立したということですが、般初の隆師会長選出

に当たっていろいろ問題があったと聞いておりま

すが､逸出のいきさつ遊柵かせていただけますか“

○杉田吉村先生が初代会艮に非幟に野心な燃や

しておられたんですが、藤岡先/鵬のお父さんが富
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ておられたのですが、耐えかねて「あんたが会長

になるんなら、おれも富田林市医師会をやめる。

それではおれは藤井寺の医師会に入れてもらう」

ということになって、収拾がつかぬようになって

しまったんです。そのときに私、これを政治的に

うまくおさめられるのは服部先生しかないだろう

と思って、自転寵にホソダのモーターのついた自

賑蝋オートバイというので中村まで服部先生を訪

ねていきました。服部先生はそのころ非常に瀞物

がお好きで、えらい男前で蕃物を着て来はって、

「難儀なことやなあ。ぼくも富田林市医師会の会

員になるんやからともに考えよう」と言っていた

だいたんです。その時松岡先生が大同病院の院長

をやめてこっちへ来られていて、牡のもめごとを

じっと聞いておられたんですが、あのおとなしし、

先生が豹変したこわい顔で、そういうことでは、

この地区の地域医療が紳士的に発展しないから、

ぼくが医師会の会長をやりましょうとただし名

目だけで、大阪で医師会長の会議があっても、絶

対に行かない。 （笑)藤岡先生と吉村先生と交代で

1年間務めてもらって、会長轍というものを勉強

してもらってから、第2代目の会長は‘じゃんけ

ん・で決めようということになりました。それで

勝たはったのが吉村先生で、第2代目の会長にな

られ、次に藤岡先生になってもらう予定でした、

ところが藤岡先生が胃潰瘍で亡くなられたため

に、そのまま吉村先生になってしまいましたが、

吉村先生がアポで亡くなって、仲谷先生にかわり

ました。仲谷先生は非常に温厚な方で、ほかにラ

イバルもなく、ずっと務めてもらったんですが、

健康と、期するところがあってやれないというこ

とで、名コンビであった中鵡先生とともに医師会

の役をおりられました。そういう経緯を私ははっ

きり覚えてます．

堀
野

男

○司会富田林市医師会として独立した当時の医

師会員は同人ぐらいですか。

○服部14～15人と違いますか。

○中嶋富田林市医師会設立名簿によると36名で

す。

○司会富田林市医師会の区域というのは富田林

市、河南町、千旱赤坂村、太子111Jの4区域で、現

在と全然変わらないということですね。

○杉田そうです。第一回の総会のときに富田林

町が富田林市になり、富田林市医師会が自然発展

するので、千早とか河南|町のお限脅さんに、どう

しますかと、行政を通じないで1161人的に聞いたん

です。すると、 「私らも富田林市に入れてくださ

い」ということだったので、富田林市医師会に入

れてもらいはったんです‐

○司会結局、農区の関係で一緒になってしまっ

たということですね。

私の記憶では、富田林市医師会になるちょっと

前に、河南町の青崩の方で赤痢がはやったように

思うんですが、そのとき医師会としては、いまの

ような体制で赤痢患者を扱ったんでしょうか。

○服部昭和21縮4月1日から26年3月の終わり

までの5年間、白木村の寺Ijlに伝染病院がありま

したそのとき吉村先生からf服部君すまぬけど

伝染病院を頂かつてくれ」と言われて、 21年4月

1日に管理遡営者、いわゆる院長になりました：

そして22年に、いままで日本に無かった恐ろしい
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発疹チフスがはやりまして、21年11月から南河

内郡富田林支部を代表して、ぼく1人が大阪の

WMlll病院に発疹チフスとはどういうものか見学

に行ったんです。大体発疹チフスは外国から入っ

てくる病気で、日本にはないから、当時内地にい

た日本人の医師は見たことがなくて、結局発疹チ

フスだと診断をつけられるのは実際に見てきたぼ

くだけでした。22年1月の終わりから2月の初め

に、中村で第1号の発疹チフスが出たということ

で、ぼくが見にいくと、やはり発疹チフスだった

ので、保健所に届けてぼくの預かった伝染病院に

入れました。幸い20才の男子で、若かったので助

かったんですが、当時発疹チフスは40才過ぎた人

ならほとんど死ぬ。ことに酒を飲む者は全部死ぬ

ということでした｡私が一番たくさん診たんです。

太子町の山田に、亡くなられた中川先生がおられ

たのですが、 「かぜでアスピリンのアレルギーや

ないかと思っていたけど、ちょっと形が違うから

来てくれ」ということで、行ってみると、もう部

屋に入ってちょっと見ただけで発疹チフスだとい

うことがわかった。あのときぼくも42才でしたか

ら、近寄ったらこっちもうつってしまうし、そば

に行って逃げ腰になって脈をとった。胸をあけさ

せるとザーッと発疹が出ているし、 「これは間違

いない、あしたの昼死ぬ」と言って帰ってきまし

た｡それから一週間ほどして、 「先生が言うたとお

り昼死にましたjと言ってきた。とにかく発疹チ

ブスというと熱がでて、 4～5日したら心臓衰弱

が来てみんな死んでました。

○司会そんなにたくさん発疹チフスが出たんで

すか。

○服部出たんです｡常田林より先に中村に出た。

というのは、大阪へ皆通うから、恋'1の中で発疹

チフスを媒介するシラミのふんの粉が散ってうつ

ってきたらしいです

○司会先生が見られた発疹チフスの数はどれく

らいですか。

○服部12～13人かな。

○司会この地区で12～13人といったら相当なも

のですね。

○服部先に中村に出て、森屋に出て、それから

富田林に出た。それがみんな大阪に通っている人

です。大阪に通っていない人は1人も出ていませ

ん。それから翌年の昭和23年に、青崩で赤痢が出

た。あのときぼくは富田林の警察医をしていまし

て、いま西口におられる上島五郎さんが署長のと

きでしたが、 「済まぬけど､何やおかしいのが14~

15人寝とるから行ってくれ」と電話がかかってき

ました。それで駐在さんとし､っしょにジープで行

ってみると、それこそ2週間ほったらかした赤痢

で、 1m便と膿が出ますから、部屋に入ったら生臭

くてかなわないんです1ｲ1-15粁回ったんですが、

みんな赤痢で、田舎というものの不衛生さに驚き

ました。あのころはほとんどが無医村だったとい
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う関係で、放吐されていたんですが、すぐ寺田へ

入れました。

○司会そのときの宥崩の状態ですが、結局あの

辺は上から流れてくる川の水を使ってたわけでし

ょう

○服部その一番上の‘1才ぐらいの子が疫痢やっ

たんです。それを川で洗たくして、下の者がその

水でうがいしたりしていたものですから、繕うつ

ってしまったんです。

○司会患者数はどれくらい出たんですか。

○服部20人前後です。

○司会その当時は杉田先生も行っておられまし

たかな。

○服部杉田先生はそのときはまだおいででなか

ったです。

○司会当時は医師会でまとまったことはせず

に、服部先生がほとんどやられたんですか。

○服部ぼくが1人でやりました。

○松浦20年にもあちこちでずいぶんはやって、

武田先生のお父さんから、いわゆる会長命令で白

木の伝染病院を担当させられたことがあります‐

○武田白木の方の伝染病院は寺田のどなたかが

担当で、うちのおやじは双葉町という川西のとこ

ろの避病院を持っていました

○安陪いまの双葉町で父が村畏をしていて、武

田先生のお父さんが避病院の院長をしてはりまし

た。

○服部そのときは1村当たり何ぼというような

形で、富田林、白木村、石川村、中村、河内村の

「5カ町村組合伝染病院」という名前でした

○松浦富田林には富田林、錦織、彼方、新堂が

寄って双葉町に持っていて、組合支部し､うところ

に古市とか喜志とか駒ヶ谷の伝染病院があったわ

けです。

○司会当時はすでに保健所があったと思います

が、それは警察の管総だったんですね。

○服部保健所はあったけれども、行政面までや

ってなかったので、欝察の衛雄係とし､うのが担当

していました

○司会赤痢にはどんなミツテルを使っていたん

ですか

○服部昭和20年8月15日終戦になり、 9月1日

からし､まの千代田にあった陸軍幼年学校が大阪国

立病院長野分院になったわけですぼくは10月30

日までそこにいて、帰ってくるときに、何もやる

ものがないからというので、当時の一番いい薬で

ズルフγチアゾールの500錠入りを6個か8個も

らいました。

○司会チアゾールとかグアニジソとかがいい蕊

でしたね、

○服部注射では田辺のトリアノンが最高やっ

た村長が、 「薬ないから何とかしてくれ｣という

ので、これを使えと言って、高い薬をただで奉仕

したもんや
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直後、ぼくは甲田でパラチフスのクランケを8人

診たんですが、ぱっと後ろを向いたら警官がつい

てきている。それで､もう一回り回って、 「きょう

すぐに入院や」言うて、皆双葉に入れたんです。

そしたら巡査は、 「もうちょっとであんたを逮抽

しようと思っていたjというようなことがありま

した。

○司会戦争が終って富田林市医師会が独立する

まで、わずか5年間ですが、その間に軍医として

兵隊に行っておら伽た方がたくさん帰ってこられ

たと思いますが、その当時は医師会に入会するの

にある程度の制限はあったんですか。

○杉田ええ、ありましたね。いまより厳しかっ

たです‘山間僻地で関業してくださいと、その理

由は通るんです。山間僻地には医者がおらず。い

まみたいに自動車があるわけやなし、交通の便が

ないから、医者が出向し､ていって住民を助けてや

らなければならぬ。そういう任潴を若い医者は負

っているんだ、だからそこへ行って開業してくれ

と、いまみたいに自動車でパーツと来られるんだ

ったらいいんだが、来られないんだから山間僻地

に行かなければならぬということで、適正配置と

いう意味ではなかったですけれども、開業制限が

ありました。これははっきり宮えば既得榧の防衛

ですね。

○司会そうすると、杉田先生はある程度強引に

開業されたということですか。

○杉田武田先生ところの前だから開業できない

と思っていたんですだから警察へ行って、 「実は

武田先生の前で開業できないから、どこら辺だっ

たら開業できますか」と聞いたら、向こうの台帳

が間違っていて、 「開業し戦争に応召し､帰ってこ

られたんだから、当然既得榧があるので開業して

よろしいよ」と言われたんですそのときにも藤

服
部
真

澄

○司会2つの鎖のついたスルフア剤の最高の薬

ですな。

○杉田私の知人の奥さんが下痢をしながらも、

嫁に来たからというので一生懸命掃除をしてた。

ところが、それがデイゼンテリーだったもので、

おばあちゃんにうった。嫁は嫁に来たという気が

ねで、しんどいのをがんばってやったために、ス

テッてしまったんです。おばあちゃんは、 lⅢ便を

どろどろ出してるんやけれども､推力があるから、

しんどい、あんじようしてくれと言う。そのとき

に初めて、塩野義から出たスルファグアニジンと

し､うのを使ってみたんです。昔は赤痢にかかった

ら2週間か3週間は瀕死の重体で、半数以上は死

ぬというのが常識だったのに、その薬を飲ませて

もう2日目にそのおばあちゃんはぴんぴんしてる

んです｡それで藤岡君のお父さんに、にんな状態

ですねん｣と言ったら、 「そんな赤痢を2日くらい

で治すような強い薬を飲ましたら、人間も死んで

しまうわ｡あんた若いからそれがわからへんねん」

と言われました。それと、今は会長の人徳もある

けれども、行政方面では保健所と医師会はお互い

に話し合って、助け合っていくというのが一つの

モラルみたいになってますね。ところがそのころ

は、何かあったら医者の方がえらいので、警官が

いつでも医者の足を引を喪ろうとねらってるんで

す。それで、パラチフスふたいなのがはやってき

たら、医者のしりについて歩きよるんです二終戦
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岡先生のお父さんが「あんた開業を1年もせんの

にそうなってし､たのならもうけもんや、そのまま

にしたらええわ」と言うてくれはったんです。

O司会終戦後すぐ開業されるときにはそんな状

態で、富田林市医師会と名称が変わってからは、

比較的自由になってきたといういきさつがあるわ

けですね。

O杉田だから岡村先生などは内科や小児科は密

けなくて、外科し力標梼できなかったんです。

○安陪あのころは届けでをして許可制みたし､で

した。

O杉田医師会全体のムードが、いまみたいにな

ごやかさがなかったんです。会長さんとし､うと怖

くて、こんなところに来られへん。 （笑)遠くから

ごきげん伺ﾚ､するようなものです。

O武田うちのおやじに怒られたことがあるな。

O杉田うちの子供がまだ小さかったとき病気に

なって、私は小児科であっても自分の子供に対し

て自信がなかったんです。それで、医者同志のよ

しふで早く診て下さると思って、武田先生のお父

さんのところへ行きましたら、 「医者であろうが

何であろうが、おれは休憩のときには体を休める

んや。そんなに早く診てほしかったら、医者はお

れだけと通う、ほかにようけいるんやからそこへ

行ってこい」とえらい怒られまして、怖い先生や

なあと思いました。

○服部とにかく武田先生のお父さんは怖かった

ですね。クランケが皆言いますわ。しかし、ぼく

は武田先生に、あなたのお父さんは本当の医者だ

と言うんです。患者のためを思えばこそぼろくそ

に言うので、へなへな言うてごきげんをとっては

やるような医者と通う。やかましく言って、それ

でも患者がついてくるのでなければ本当の医者で

ないと思う。

O杉田怒りはるのに迫力があるんですよ。あの

ときはえらし､怒られて、順番が来るまで侍ってま

した。

O服部ぼくが神戸から疎開してきたのが昭和19

年12月lO日でしたが、奥千早にもう別歳近くな

るおじがおりまして、先に武田先生のところへあ

いさつに行ってこいと言うので、ぼくは14, 15日

ごろに武田先生のお父さんのところへ、 「こちら

へ疎開しましたのでどうぞよろしく」とあいさつ

に行きました。とにかく武田先生のお父さんは怖

い人だったけれども、本当の医者ですな。し､まの

先生方は見習わなければいかぬと思うね。そうい

う先生がだんだん少なくなっていくことは、われ

われ年をとった人間としてはさびしいことです。

O安陪患者が「ちょっとかぜを引きました」と

言ったら、 「かぜと自分で診断がついてるなら､何

も医者のところへ来んでええ」と言ってね。

O服部ぽ<が疎開したとこが武田先生の地盤だ

ったんです。 「寛弘寺、神山、白木」白木に1人、

プノイモニーを起こして、それからメニンギーチ

スを起こした患者がいたんですが、そのとき武田

先生のお父さんから偲話があって、 「服部君､済ま

ぬがわしはきょう行けぬから代診してくれ」とお

っしゃるので、白木に往診に行くと、もうメニソ

ギーチスを起こしてし､る。それでぼ<帰るなりす

ぐ電話をして、 「先生､これはあきまへん､もう2，

3日です」というと、武田先生は「そうか、あり

がとう」とおっしゃった。 2， 3通、武田先生の

お父さんには代診を頼まれて行ったことがありま

す。

O武田ぼくもよく怒られて、ぴりぴりしてまし

た。

O司会富田林市医師会となって、第1回の総会

はどこでしたか。
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○杉田第1回がそれだったんです。第2回から

はちゃんと記録が残ってし､るはずです。

○司会第2回の総会からは吉村先生がやられ
一

Lo

O武田第1回は松岡先生でした。

○司会そうすると､第2回の総会ぐらいからは、

人数も少ないし、まとまっていたわけですね。中

嶋先生に聞きましたら、その当時、医師会長の任

期は1年ということでしたが、実際は吉村先生が

2～3年やられて。

○中鴫吉村先生も1年ぐらいですよ。

○司会それで、もう倒れられたんですか。

○武田昭和28年4月20日にお亡くなりになって

います。

O中鴫そうすると、26年からまる2年やってお

られるんですね。

○司会それから仲谷先生にかわられて、20年近

くやられたわけですね

が、あの時分は任意加入でした。

○服部あれは昭和10年ぐらﾚ､と通いますか。

○司会われわれが入会した当時は全部保険医と

して入会しましたか。

○杉田自由でした。

○司会自由でしたけれども、皆保険医になりま

したな。

○服部保険がふえてきたから、ならざるを得ぬ

ようになった。

O司会国民腿康保険ができたのが昭和30年ごろ

だったと思いますが、それから36年に皆保険で、

われわれは皆保険医になりましたね。われわれが

入ったときは甲地と乙地があり、富田林市は当然

乙地でした。乙地が10円50銭でしたか、ちょっと

端数があったと思ﾚ､ます。

○安陪ありました。計算するのがややこしかっ

たです。

○司会乙地が甲地と一緒になったのはし､つどろ

だったですか。

○松浦富田林市は最後まで乙地に残されたんで

す。

o司会甲地と乙地があったために、われわれは

日本全国を全部甲地一本にせよという運動をやり

ましたね。

○中嶋甲．乙撤廃の連動を始めるために33年8

月．乙地会澗というのをつくったんです。そして

各地区から連動費を巣めて、いろいろ運動したん

です。36年になってやっと撤廃されました。

o司会その次に医薬分業問題が出てきました。

医薬分業についても、われわれは相当反対運肋を

やって、結局骨抜き法案に変わってしまった。も

ちろん健保改悪というような趣旨でも大分連動を

やったですね。最近はああﾚ､うことは余りやりま

せんけれども、当時はたしかに自動車に乗って、

医療制度

○司会私自身は阪大にずっと行っており、その

間、夜だけ開業していたのですが、そのころ保険

制度が日本に普及しました。保険制度というのは

戦前からあって、われわれのときはたしか保険は

任意制慶で、昭和25～26年ごろから全部の医師が

保険医に加入したと思いますけれども、正確に

はどうだったでしょうか。

○松浦強制加入のような状態になったのは36年

10月1日からです。

○杉田ただ千早は国民保険は早かったですね。

戦前からあった。

○松浦東条村も早かったし、河内村も早かった
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メガホンでどなって刷ったのを党えています｡

○松浦長野の何とか会館というところでやった

ことがありました。

○司会昭和25年に篇冊林市医師会が独W:した当

時、患者の何割くらいが側康保険に入っていたん

ですか。

○杉田保険を出したら悪い蕊を使うから、保険

なしで診てくださいという人が多かった

○司会いまは保険でも相当自由に薬が使えます

が、当時は健康保険は制限診旅で抗生物質の使

用基準とか副腎ホルモン系範の使用基準などがた

くさんありましたね

○安陪混注してはいけないとかね

○司会抗生物質でペニシリンとかストレプトマ

イシンなどが出始めたときは、自由に脈険が使え

たんでしょうか。

○安陪初めにトローチ、次に服用、その次に注

射と言うんですそれで私、川瀬先生（古市）に

「小児科で薬を飲まない子はどうするんですか」

と言ったら、 「蝿理でも飲ませなさい｣とおっしゃ

るんです。 「きげんのいいときでも飲まないのに、

熱が出ているときは飲みません。小児科は無理で

す」と言ったんです。それやったら平紫から母親

を教育しておきなさいと言われた。 「そんなこと、

なかなかできない。蕊を飲まない了には注射しな

ければしょうがないのとちがいますか」と言った

ら、 「それもそうやなあ｣とおつしやたことがあり

ます。

○司会そのときは保険は通ったんですね。

○安陪そのときは理由を書けということでし

た。

○司会アッペなどでしたら、抗生物質を使うよ

りも切った方がいいということを聞いたこともあ

ります

○安陪その状態によって、切れる場合と切れな

い場合がありますからねそれからザルグレと

B1と一緒に打つでしょう。そうしたら、BIは学

理的にはいいけれども、健康保険縫済ではこれは

し､けませんと言われたりしました。

○司会そうすると、健康保険が発足した当時は

相当な制限診療で、それがだんだんぼかされてき

て、現在のようになってきたということですね。

○杉田富田林市医師会になった削後から現在に

至る、いわゆる地域医療のあり方ですが、その当

時、この近くでは病院としては圃立病院だけで、

ほかになかったです。だから、入院させたい患:哲

も皆家庭治療で、松浦先弗なんかも山村僻地まで

人力申で、後ろを抑す人と前を引く人と2人で洲

崩の坂を登りはったんでしょう。それから自砿単

になって、次に自転単オートバイ、し､わゆる単血
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の前身ですな。それから中古のオンボロ自動申を

あちこち探し回って乗って、そして、今日、堀野

先生に乗せてもらったような欧州車以上のノンク

ラの自動車というふうに進んできた。同時に、受

け入れ体制もPL病院もでき、近大付風病院もで

き、重症患者を家庭内で診るとし､うことがずっと

少なくなった。

○司会昔は相当重症の患者も家で診てました

ね。プノイモニーくらいだったら診とった。

○安陪それもクランケが医者に対して、この先

生にかかってたら大丈夫という信頼感があったか

らです。いまは、後から文句言われたらかなわぬ

から、このぐらいで送ろうかということになる。

○司会その当時はいまのように医躯紛争が起る

可能性は少なかったんですね。

O杉田3日削に貼った注射のばんそうこうをは

がして、そこがアイテルングしていても、黙って

手を出してまた次の注射してもらってた。 し､まは

ちょっとアイテルングしたら30万円取られます，

（笑） し､まは、往診しなければならぬようなクラ

ンケは皆入院しますわ。

○松浦一度往診しても、こっちから「入院しな

さい」と言し､ますな。

O中賜昔は往診が多かったでしょう。皆1日に

1噸、20軒と回っていた。

O杉田インフルエンザなどがはやったときは20

軒～3蝉f回った。

○司会ぼくらでも注射器がなくなってしまっ

て、消毒もせんとバッバッとやったこともありま

す。

O中嶋夜2時ぐらいまで回ったこともあります

よ。

○司会その当時の予防注射も、いまみたいに厳

密にやらなかったと思いますが、どうですか。

○松浦注射器も全部こっちから持っていくんで

すから。

○司会そういえば種痘でもメスを自分で持って

し､きましたな。

○松浦レ､まだったら注射針を1本ずつかえます

が、昔はこちらから持っていって､1本で'㈹人も

2脚人も打った。

○武田それでも事故がなかったもんな。

O司会結局、いまよりも患者と医者との信頼感

が強かったということでしょう。われわれが開業

した当時は相当自由患者もあったわけでしょう。

田舎の方ではその都度金をもらわないで、節季に

もらったような経験もあります。

○松浦掛け取りみたいなもんや。

O司会そうすると、相当な未収もあったわけで

すね。

○杉田ありましたね。その移り変りの過渡期に

は、未収はものすごくあった。本人がどんどん躯

動していなくなるんです。

O司会だんだん自由診療が減り、健保制度が発

達するにつれて、皆保険の患者になってしまいま

して、結局、医師会で健保のレセプトをまとめて

出すということになりました。その当時中嶋先

生が会計をしておられましたが、保険調整費とい

うのを取ったのを覚えてし､ます。保険調整費は

l.000分の1でしたね。

○中隅 l,OOO分の1です．

O杉田ぼくら一番若かったし、物すごくあった

んですわ。それであんまり気の毒やというので、

1,㈹0円以上オーバーした場合はl,OOO円でいいと

いうようになったんです。

O司会保険調整費を取って4～5年してからそ

うなったんですかな｡ぼくらもl,0伽円どまりで堪

忍してもらったと思います。調整費を廃止したの
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はし､つごろでしたか。

O武田5～6年前まではありました．会費は余

り取ってなかったから､医師会の財源がなかった。

○中嶋財源がなかったいうよりも平等割りと収

入割りという意味で、一般の会費と予備調整徴の

金額と同じくらい集まったんでしょう。歯科医師

会などはし､までも平等割りと収入割りと2本立て

で典めてるかもしれません。続けていたらよかっ

たんだけど、調整事務がめんどうになってきたか

らやめたんです。

○司会調整費を取るときには、松浦先生が一応

目を通してくれはったのを覚えてし､ます。

O安陪病名が測れているとか年齢が漏れてし､る

とか、

O司会現在みたいにバーツと集めるんじやなし

に、本当に調整でしたな。一応レセプトを見ても

らったのを覚えてし､ますそして、調整済みとし、

う判押してあったら向こうで通ったという話を聞

きますもんな．

O服部判を押しても、やっぱり戻ってくるのが

あって、鯛整費は何もならぬという声もありまし

た。

○安陪しかし、あのとき病名漏れとか年齢漏れ

とかありましたのに、ようしてくれましたよ『

O司会武田先生は帰ってこられてから、たしか

しばらく保健所へ勤めておられましたね，何年くﾞ

らい勤めておられました力児

○武田吉村先生のところへ行ったことも、藤岡

先生のところへ行ったことも覚えてないです‘仲

谷先生になってから初めてレセプトを出しに行っ

たんです。だから、オフエンしたのは昭和30年ぐ

らいからと違いますか，

O司会昭和26年に蝋結核予防法聯ができて、わ

れわれも「結咳予防医」の指定を受けたわけです

が、そのとき、たしか人工気胸器を側えぬことに

は指定医の許可を出さぬということを間し､たと思

うんですが、どうでしたか＠

○中嶋結核予防法が始まったのは昭和26年です

が、指定医になるにはレントケン機械と人工気胸

器を持っているということが条件で指定医になれ

たんです．

○武田しかし､持っている人が少なかったから、

保健所の機械を利用するという形にして指定を受

けたんです。

税金問題

○司会次は税金のことについてですが、たしか

仲谷先生のところに巣まって、そこへ税務署がや

ってきて、初めからこの医者は何ぼ何ぼというよ

うに、税金を打ってきたように思うんですけれど

も。

O服部25年までは藤岡先生の家でやっておっ

た。それから仲谷先生のところになったけど。

O松浦あそこへ皆が寄って、税務署員が来て、

結局個々面接で向こうが大体このくらいというこ

とを言うわけです‘

○司会そのときは税務署は何を目標にしとった

んですか。

○安陪大体富田林市医師会だったらこのくらい

という割り当てが向こうにはちゃんとあるんで

す．それを配分する。

○司会患者数の多いようなところは、税務署が

目をつけておったわけですな。

O松浦保険は大体わかりますから、自費患者は

保険の何％ということで割り出してし､ったわけで

す。
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○杉田だから閻魔帳というか、下検分の帳面は

あるんですよ。堀野先生のところやったら堀野先

生のところに税務署員が1日立っていて、患者の

数を概略密いて、今度は私のところへ来てまた数

を書いてし､って、 「あそこ、はやってますな｡もう

ちょっとおまつしやる」などと言って、それらを

し､ろいろ話し合って、そこらで手を打とうかとな

るんです。

○司会杉田先生はその当時で幾らくらいでした

か。

○杉田ぼくは一番最初に税金を納めたのが昭和

20年で、 3万6,OOO円です。

○安陪開業して最初の税金は私と松岡先生が一

番多かったんですよ。税務署がカルテを見に来た

とき、私は自費患者が多かったので、病院並みに

ちゃんと金額僻いてたわけです。松岡先生もそう

でしたので、それでバツと上がったんです。だけ

ど、父も死んだ後やし、ものすC<費用も要ると

言って､やっとまあまあにしてもらったんですが、

それは税務署へ行って交渉しました．その次は、

岡村先生が、去年はこうでしたと言って全部交渉

してくれはったんです。 「それならどれくらいな

ら払えるか｣というので、にれくらし､なら払えま

す」と。そのときにみんなバツと下がったと思い

ます。

O司会そうすると、相当どんぶり勘定だったわ

けですな。ぼくの知ってるのでは、一覧表みたい

なのを書きよったと思うんです。よくはやってる

人から衝き並べていって、医師会長と副会長か、

税務を担当しているような人が3人ほど立ち会っ

て、どんぶり勘定で決めたような気がするんです

がね。

O安陪初め検査に来て、全部向こうが計算して

いきますからしょうがないんです。その後もそう

いうふうだと困るので、団体交渉しようとし､うこ

とで、仲谷先生のときにやったんです。岡村先生

が一番鼠初にそれをしてくれはったんです‘それ

からぼつぼつ上がってますが。

O服部ぼ<のところは中村ですから、中村の役

場へ行って、村長立ち合いで税務署と、どのくら

いにするかを決めた，税務署は、富田林の管区で

あんたが一番よくはやっていると、毎日l40～150

入来よったからね。一番多いからといって、パッ

パッと出したけれども、村長は「そんなことはな

し､、先生はそんなにはやっていない」と押さえる

と、村長の言うとおりになりますな，ああﾚ､う時

代は村長がにらみをきかしましたなあ、村長の言

うことはよく聞きました。村長が「これ」と言っ

たら、 「ああ、そうですか」と文句なしですから、

ぼくら村長立ち合いのときが一番よかった。村長

は絶対的な権限を持つとったね。

O安陪村で税務のことから全部してますでし

ょう。だから村長に椛限があるんです。

O松浦昭和18～19年ごろ、地方事務所がその年

の高額所得者を決めておった｡これが年間5,000円

ですが､ぼくも5,000円にランクされたこともある

んです。

○司会昭和10年ごろは､医者は普通年間3,OOO円

から4,mO円くらし､あったと間し､てます。

総会、旅行

○司会そのほかに、医師会の旅行の思い出話で

すが、総会といえば、 5～6回くらいまではほと

んど料理埋みたいなところでやってましたね。そ

れではおもしろくなし､というので、バス旅行を始

めたのが何年ごろでしたか。
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○松浦一番最初に行ったのは奈良です

○中綿バスでピクニックを離れて行ったのは31

年からです。

○司会富田林市医師会が発足した6年ぐらい後

から始めたわけですな。年に1回は出ましたな。

昔の侭師会といえば、総会といってもほとんど総

会らしし､総会はやってないですね正直なところ、

議顕というようなものはやらないで、旨めっぽう

皆賛成してましたな，

○杉田バスに乗るなり酒飲んで、 「搬事進行」

「賛成、賛成」と言って。

○服部本当に田舎の医師会やったね。

○杉田近代化されたのはいまの会長になられて

からですよ。

○司会春秋2回の総会のうち、どちらかが旅行

ということでした蝋。

○武田一番最初に行ったのは和歌山で、ぼくが

計圃したんです。

○杉田その次が有馬へ行ったんですね。

○司会こんなこと言ったらなんですが、前の仲

谷会長は非常にストリップを見るのが好きだった

から、行ったときは毎回宴会の後でストリップ見

ましたな。

○武田婆会賜まで来ましたな。あそこの毛でめ

がねをふいてもらって， （笑）

杉田亡くなられた江村先生（金岡睦迩病院長、

陸軍小将）が一瀦削にがんばって、ストリップ嬢

がパーツと広げたら「いいねえ､これはいいねえ」

と言いはったですよ。 （笑）

○司会最近は医師会の旅行にしても、ストリッ

プなどよりも歌を歌う方が多いし、昔は今に比べ

たら皆よく飲んだように思うんですが、どうでし

ょうか。

○武田自動車の飲酒運転の規制がなかったです

44年春季総会の帰途（奈良にて）

から、皆相当飲ぷましたね。

○服部いまはあかんけど、あの当時の三羽ガラ

ス（武田、杉田、堀野）や、それに死んだ職上な

どが一升びん2～3本あけて、夜通し飲んどっ

た。年取ったらいろんな病気がでてくるよ。 （笑）

○司会前の仲谷会是は二次会が好きでしたから

ね。総会が済んでからもまた別な宴会場で良く飲

みましたな。

○武田白浜で瀧川へはまらはったなあ。

○司会あれはたしか白浜へ行ったときですけれ

ども、総会が済んでから、ぼくと杉田先生が仲谷

会長につかまって、どこかへ巡れていけというこ

とで、ヌクシシーの辿ちゃんに言ったら、ストリ

ップへ巡れていきよった。本当の全ストですそ

こへつくまでに大きな淵がありまして、そこに木

の板がかけてあったんです。それで帰りしな、明

るし､ところから、急に暗いところへ出たものやか

ら、その板が見えなくて、会長は柵へはまってず

ぶぬれになりよった （笑）
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O杉田真っ暗な野原の真ん中でやっていて、灯

の気が見えたら巡査が来るから、そばへ来たら自

動単のライトも皆消しよるんです。そこからしば

らく手を引っ吸ってもらって歩いて行くんです

が、 「そこへ行ったらあかんで｣というところに行

って溝へはまってしまいはった。 （笑）

O司会まだ思ﾚ､出話がありましたらどうぞ。

O杉田その当時、近郊の国立病院以外にこれと

いう大病院がないんで、むずかしい病気になって

きたら、松岡元老を煩わしたんです。

私が、非常に重症結核で骨と皮になってし､る患

者を1人診とったんです。その患者の腹がものす

ごく大きくなってきて、おかしし､なと思って松岡

元老に診てもろうたら、 「これは腹膜炎です｣と言

って帰りはったんです。そして家へ瀞きはったこ

ろに、頭が黒々とした子供が産まれたということ

です。そのころは何かにつけて松岡先生にお願い

したことを覚えてますわ。

O司会ぼくにも同じような話があります。初め

てぼくが日本脳炎を診たときですが、熱が続いて

急に暴れ出しよったんです。それで松岡先生に頼

んで診てもらったら、見るなり 「これはヒステリ

ーじゃ」と言って帰ってしまわれたんです。 しか

し、ヒステリーにしてはえらい熱が高いし、おか

しいなと思ってたんです。そうしたら1日ほどし

て噌眠状態になってきた。 「ははあ､これが日脳や

な」と思って、松岡先生に「あれ眠ってきました

で、 日脳と違いますか｣と言うと、 「そんなやった

ら、桃山病院へ送れ」ということで、桃山病院へ

送って調べてもらったら、本当に日脳でした。

O松浦日脳も初めの決め手がむずかしいです

な。血液検査もわりあい決め手がないんです。

O服部最初は「嗜眠性脳炎」と言ったが、それ

が「日本脳炎」になった。

O武田警察病院が24～25年ごろにできたんです

が、そのときに中村でもう1回赤痢がはやったん

です。そのとき医師会が手伝わなかって、木村院

長が後で「医師会は全然動いてくれなかった」と

ぐちっておった。

○司会そのときの医師会活動がそんなんやった

ということですな。

O武田 4～5年前、 3回目にはやったときは、

奉仕で皆出ましたな。

O服部あれはぼくが金長になってから、 47年6

月4日から7月2日の日附日に済んだんですが、

ぼくは毎日行きました。

O武田そのときぼくも行ったんですが、仲谷宗

夫先生と保健所の所長とがけんかして、ぼくはい

きさつもわからないし、どっちにつし､たらいいか

もわからない。

○司会警察病院は何年に廃止になったんです

か。

○松浦45年ごろです。

○杉田終戦直後は、私の診た患者では痘瘡が6

名出て、そのうち2名が死亡しました。それから

大人の仮性コレラ、脱水状態を来たすのが流行し

ました。

○松浦伝染性下痢症やな、あれは比較的助かり

ましたな。

○武田あの時分はリンケルだけで、点滴がなか

った。

O安陪レ､まはありませんが、デング熱というの

もありました。

○武田3日熱などもありましたね。

O司会昔はもちろん脚気なども多かったです

ね。大体出尽したようですので、この辺で。本日

は長時間どうもありがとうございました。

（昭、別.7．釦）

38

／


